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経穴の生体反応に関する一考察

明治蹴灸大学東洋医学臨床教室

渡遺勝之 奈良上良 平日辻 直

篠原昭二 行待寿紀

要旨 錨灸臨床において。体表観察は他の診察法と同織に虫要である とりわけ『経穴』は1 診媒ポイ

ン卜であるとともに， 治療ポイントになるが. r経穴』の形態 ・ 機能および反応性については未だ不明

な点が多い.そこで今回は「経穴の生体反応様式j について文献的に整理を行った。その結果『経穴』

は，視覚的変ft.温冷1L. 圧1市，硬結. 緊張.陥凹. 弛緩， 発汗等，多くの反応様式が見られ。病由経

過とともに，縦 ・ 的 ・ 深さ 1 と三次元的に変化する事が注目された 今後，時間経過や病状町変化に伴

つ様々な経穴自生体反応峰式に閲する，科'下的研究の必要性があると考えられた

Key Words 経穴 ~er i dian Poinls 

I 緒言

古代の医師連は句 「臨床的な手触り」を含む生

体観察 ・ 生体実験を通じて，まず 『経穴』を発見

し，やがてそれら相互間に「たて相関」があるこ

とに気付き ， そのことを利用して遠隔の部位から

の治依法を見いだしたものと基本的には考えられ

ている り これら感性的認識は次第に理性的認識

に高められ，さらに， 無意識に刺激を加えて疾病

や終痛を軽減させていた段階から意識的に刺激を

加えるようになっていった 実践経験の務官iにと

もなって，ツポの治療作用に対する歴代の医家の

認識も不断に拡がり深まっていき，同時に新しい

Y ポ もつぎつぎと発見され. r術を以 っ てl愉とな

す」という局所取穴は次第にツボの主治作川にも

とづく選穴へと発展していった2)

鍬灸臨床および錨灸における研究を進める上で.

経穴の選択およびその組み合わせ句さらには胞術

方法(ツポに与える刺激のfilと質〕等は非常に重

要である.しかし治療を施すべき経穴が，患者

の体表でどのような反応を示 しているのかという ，

最も基本的な間姐が未だ明らかにされていないの

が現状である.そこで今回は『経穴」について，

愉穴 Acupoinls 

古典文献に記i服されている診察点 ・ 治療点として

の経穴の概念， 臨床的に体表に現れる反応性等に

ついて， 文献的な考察を行ったので以下に報告す

る

H 経穴の意義 ・概念

経穴とは. 十二経脈と任脈， 督脈上にあるツポ

の総称であり 「十四経穴」と も呼ばれている

1 )日本での経穴の概念は . r経穴概論J3 ) によれ

ば「疾病の際になんらかの反応をあらわし，ま

た銭灸術を行うことによって疾病を治癒させる

点であり . 経脈と は機能的なつながりをもち ，

経脈を通じて臓怖と関連があると考えられてい

る 即ち経穴とは， 疾病の際の反応点であり，

刺激点であり可同時に診断点であり ， 治療点で

ある .J とされている‘

2 )芹揮勝ωI)J玉り によれば， 経穴とは「人体の椛

造上の物眼的な機構の上からみて弱点にあたり，

内腿体表反射(内臓知党反射 ・ 内臓運動反射・

内臓自律反射) の諸相のうち， いずれか l つ.

または 2-3 の強いあらわれがはっきり認めら

れる場所」と定義している.
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3) 中国では WJ愉穴』と言われており. r経穴，

奇穴.阿是穴等の総称であ る.日由穴は人体の臓
脈経絡の気が体表において愉注，集結する部

位であり . 鍛灸により疾病を治療する部位であ

る 5)jと されている

以上から . W経穴』の意義 ・概念を要約すると表

1 となる

表 1 経穴の意義・瓶念

①気の輸注， 集結する部位

②臓脈経絡と密接な関連を有している点

③疾病の反応点

④診断点

⑤治療(刺激)点

⑥人体の構造上の弱点

⑦内臓体表反射樹高に関する場所

⑧愉穴は、経穴・奇穴・阿是穴等の総称

E 経穴(ツポ)の穴名意義・字義

東洋医学は.表意文字医学であ るとも言われて

いる1)ゆえに守 ツポの穴名主主義を分類すると，

1 )陰陽五行論の内容をあらわしているもの

2 )そのツポが体のとの部分にあるかという位置

を示しているもの

3 )そのツ ポの治療効果をあらわしているものな

表 2 経穴の字穫・語源

①陰陽五行論に関係するもの

②古代の部位名・形態名に関係するもの

③東洋医学の生理に関係するもの

③東洋医学の病理に関係するもの

⑤治療に関係するもの

⑥水利工学に関係するもの

どがある心

また，人体のツポの名称をみると 「谷(コク )j

とか 「水(スイ )j なと水利工学のm語が多い 6 )

さらに， 形態的あるいは東洋医学の生理，病J)I!的

観点から命名された経穴の名称もみられる(表 2 ). 

このことは。 穴名の字義を理解すること によ って.

ある程度臨床において， 経穴を選択する手掛かり

が得られることを示している .

W 古典における経穴に関する記載

経穴における古典の記載は，現存する医替の中

では， W黄子百喧内経索開・霊枢』が最も初期のもの

である. ZE極九錨十二原篇7) には. r五臓に六l腕

有弘六腕に十二原宵り 十二原は凹関より /11づ

四l矧は五臓を主治す.五臓に疾あるは・・・ 応|

二原に出づ ・・・その原を Ujjかに知り， その応を

み， 五臓の筈を知る」とある，また 「臓蹄に異常

あるときは，その反応が体表の経穴にあらわれる

そこでその反応を見て，病める臓加を祭知し，そ

の最も反応をあらわせる穴所を取って.之に治を

施すときは.病める臓腕を治することができる」

と記載され，具体的な意義が述べられている そ

のほか， 素間五臓生成篇8) に「衛気の留止する所，

邪気の客する所なり j. 素問気穴論筒， ) に「治、谷

の会は以って営砕iを行し，以っ て大気を会すj.

孟官91車十卜二原論篇7)に「節の交は三百六十五会 ・.

・節は神気の遊行出入する所なり，皮肉筋骨にあ

らずなり」等がある.さらに ， 霊枢頒狂篇 10 ) に

「背の1Jíl， 手をもってこれをE長ずれば目 たちどこ

ろ に快よきも のは

是なり j . 霊枢経筋

陽池・=陰交・五枢等
前11 ) に「痛を以っ

て愉となす」といっ

牒食・稗関・耳門 等 た記載もある

気海 ・血海・ 命門 等 虚実の慨念は，

議開通評~実論ZI12〉

風門・風府・筋縮 等 に 「邪気盛んなれ

養老・通天・孔最 等 ば実 L. 精気務す

合谷・陽実在・水泉 等
れば虚す」と記述

されている さら
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に12.n&経脈0 1 3) に「盛なれば則ち之を証J L . 虚

すれば目IJち之を補い，熱すれば則ち之を疾 (はや

め ) . ~草すれば則ち之を筒(とどめ)，陥下すれば

目IJち之に灸し， 盛ならず虚せざるは経を以って之
を取る」目 また霊枢五号11r.:i 14)に「背の三fi1i.五臓

のかたわら手をもってとく これを按 じ.快然たる

すなわちこれを刺すJ. 1l~駆背愉篇15lには 「得て

験あらんと欲すれば， その処をtませ，応が中にあ

りて痛みが解ける」と記載されている . つまり ，

内臓に病気があって体表のある部位に現われた反

応点に応じて治療を行えば， 疾病.~Iiiíが緩解す

るというのである.古人の経験が蓄積される過稜

で。人体にはこうした反応点が多数あることがす

でに知られていたのである(表 3 ). 

表 3 古典における経穴由記載の要点

①内臓に異常がある ときに.体表に経穴の反応が現れる (診断学的意義)

②経穴に治療を加えると，病める臓騎を治療することができる(治療的意義)

③衛気の留まるところ，邪気の侵入するところ | 

④内外(天地の気と人間の気)が交流するところ | 東洋医学の生理

⑤おさえて痛いところ (実痛)

⑥おさえて気持ちょいところ(虚痛)

⑦おさえて症状の軽快するところ

⑧実するところ(触れると熱感があったり，緊張のありすぎるもの，

充実しすぎているもの)

⑨虚するところ(触れるとヒヤッとしたり，弛緩しすぎてペ コ ペコへこみ，

陥下しているところ，カが入っていない何か不足しているもの)

表 4 随床における経穴の特徴

①ザラツキ， カサツキ，油っぽい， シミ，色紫沈着. 皮膚の電気特性がある

②圧痛， 硬結. 陥下，斑点，水腫，丘疹，温感異常，知覚異常，発汗異常

③緊張と弛緩.知熱感度の異常，皮膚病，神経痛と神経麻痕，頭髪および体毛

の異常

④立体構造を有し，表在の変イじ深在の変化等， たて・よこ・深さの三次元的

にツボの反応は変化する

⑤その他の特徴として， 0 リングテストでの反応，経穴の色・音に対する

反応がみられる
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以上のことから，経穴の診断的窓義および治療

的意義，さらには衛気(正気)の留まるところ・

邪気の侵入するところ・気カ宅交流するところと言っ

た.東洋医学の生理観がI明らかになった.また臨

床的には。 おさえて痛いところ，おさえて気持ち

ょいところ，おさえて症状の軽快するところが治

療を加えるべきポイン卜であり，それぞれに適し

た治療方法も古典文献に記載されている .

V 錨灸臨床での経穴の見解

臨床において，体表におけるどのような反応を，

経穴とみているかを鉱灸治療上，特徴的な視点を

有する 8 名について文献調査を行った(表 4 ). 

1 )芹浮勝助氏，) は， rツポは皮膚の栄設が非常

にくずれやすいところであり ， ざらつき，かさ

圧痛

指摘している

3 )山下調氏1 7) によれば， r各種の疾病に際する

経穴の病態変化は多機であり ， ①õJ!i結②紫強

と弛緩 ③圧痛 ④知熱感度⑤皮J荷温度のエ

アポケット現象 ⑤循現防寄 ⑦fll気的異焔'現

象⑧皮膚病⑨神経痛と神経麻的 ⑩頭髪お

よび体毛の異常」としてとらえている .

4 )森秀太郎氏叫は， r経穴の触診には，圧縮­

~結・陥下 ・ 緊張 ・ 弛緩などが目標になる そ

して.皮下の反応には拡がりがある」ことを指

摘している(図 1 ) • 
5) 針灸学1のでは， r経絡上にある経穴の異常反

応を陽也反応と呼び， A 陽性反応物 B. 経

穴の過敏度 C 経穴の形態変化 と 3 つに分

鎖している そ して，これらのなかで陽性反応

宵手己主
プ代品

戸代行手

図 1 経穴触診の目標{森 1 8)， 1979より )

っき，ときには油っぽい，また湿疹が l品たり，

しみが出やすいところにあたる.色素の沈着し

やすいところ，また.皮膚のm気特性のあると

ころである.皮下の浅い筋肉の機能の弱ってい

るところ. しかも，その部分にめぐっていると

ころの皮膚の細小動脈，それよりやや太めの紺l

い動脈の枝分かれする部分， こういうところが

ツボと関連する」 と述べている。

2 )岡田明祐氏16) は ， r経穴の反応の出方は単独

に出る場合と，いくつかの条例が重なり合って

出る場合とがある その出方は，圧鰐，~結・

陥下・斑点・水腫 ..&ffi. 温感興l唱・知覚異常・

発汗異常の九つがある」と，変化像の多様さを

物は経絡触診の主な板拠となり ， 臨床上重点を

おいて把握する必要があるとして， ①円形結宙I

②属平結節③稜形結節 ④桁円結節⑤索状

結節⑥ilI!鎖球状結節⑦過敏泡 と 7 つに区

分している また，経穴の過敏度は，経穴を指

で圧したとき，患者が感じる酸 . )ij .脹・痛の

程度をいう 経穴の形態変化は，皮脂に降起，

陥凹があり ，これに触れると硬く突し緊張して

いるものと柔軟なものがある.その他，皮膚の

色 ・ 光沢・温度の愛化は，疾病と一定の関係が

ある. J と記述している.

6) 藤本llli風氏20)は ， r体表観察の方法」で，①

体表を目でみる(毛穴，丘疹， 発汗. ツヤ等の
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の変化をみる)の 5 つを上げている反応、をみる) ②影を作って気色をみるといっ

た.視覚的にとらえられる反応③手をかざし

て労宮または指尖に感じる(手掌全体で， ìlJt ・

冷感等の反応をつかむ) ④体表に浅く触れる

(発汗. 緊~~ ， 弛緩， 寒熱をみる ) ⑤按じる加

減をwiえて ， 積極的に体表にアプローチする

(緊猿，弛緩， 磁結の度合. J愉穴の傑さ，愉穴

このことは， みること，触れることによって，

経穴の反応を正確にとらえることができること

を意味している.ツボの反応一つをとっても ，

視覚的変化・温冷感 ・ 発汗 ・ 緊強 ・ 弛緩.さら

には， 縦・横 ・ 深さ . といった三次元的な変化

の観察の必要性があ る こ と を指摘するものと思

表 5 原穴の反応樺式

①表在弛緩しているもの (虚の反応)

②表在弛緩し.深在緊張しているもの

• 

③表在 ・ 深在両方弛緩して陥没するもの

@⑬の状態で表商も筋肉 も腫れていておさえるとペコ ペ コ へ こ む側が虚

以上が虚の反応であり，虚が進むほどツボの反応は深さと拡がりがましてくる

これに対して，

⑤表在緊張または表在 ・ 深在ともに緊張している場合は実の反応とみる

表 6 背部愈穴の反応様式

①表在弛緩.深在異常なし

• 

②表在弛緩の範囲拡大. 深在に硬結 ・ 緊張あ り .

• 

③表在弛緩の範閉さらに拡大.深在索状の硬結あり .

• 

④表在弛緩の範囲さらに拡大. 深在弛緩しコンニャク状(グニャグニャ).

• 

⑤表在 ・ 深在共に弛緩し， コ ンニャク状(グニャグニャ).
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われる.なお病の浅深， 軽重による愉穴の反応

様式の菱化のとらえ方については. r原穴」と

「背部食穴」を例にとって病の初期から順に示

した(表 5. 6). このように. ，愉穴は症状の程

度や病の経過によっても郁々の反応形態のある

ことが示されている

7)大村恵l昭氏21)は ， 川イ・デジタ Jレ O リン

グテストを応用することによって， ツボとして

の反応点を採ることができることを報告してい

る

8) 問中喜雄氏m は，五行穴に対しては，五色

の鉱石を触れてみても ， またサインベンで色彩

を塗っても， 合谷の圧痛には左右移行現象があ

るなどの効果があることを認め，皮膚は色を識

別しうることを指摘している.

9) 中国の京昭戚氏22) は，六字訣(服・珂・呼・

咽・吹 ・ u喜)ということを示しこれを発音し

て五臓を治すという そのメカニズムは不明で

あるが，音刺激に反応する皮膚に特殊な感党が

受容されているのではないかと問題提起してい

る

羽考 察

銭灸臨床において，経穴は診断(弁証)のため

の手掛かりを与えるとともに， 重要な治療点とな

る したがって，注意深い体表観祭を行い，経穴

に現れた繊細な変化を確認することによって.よ

り確かな診断情報を提供できるばかりでなく，高

い治療効果も期待できるものと考えられる

しかしこれまでに，経穴の形態・機能および反

応性について，十分明らかにされているとは言い

難い.そこで， 今回は経穴の反応隊式に重点をお

いて， 文献調査を行った

その結果，古典における記載は，漠然としたも

のであったが，母近になって臨床的な見地から，

反応様式について詳細な報告が行われ. r経穴』

の反応の仕方，ならびに時間経過や病状の変化に

伴って，反応性が異なることが明らかにされてき

た

今後，さらに臨床面における注慾深い観察を通

して， 生体反応様式をl明らかにし，形態および機

能の解明，さらには. 時間経過や病状の変化に伴

う縫々な「経穴の生体反応株式」にI期する科学的

な研究の必要性があると考えられた

vn まとめ

古典文献を中心に経穴の反応性について調査し

た結果，古典文献に記滅されている具体的な経穴

の反応としては，圧痛のあると ころ ， おさえて気

持ちのよいところ， おさえると症状の軽快すると

ころ。盛んなところ，虚しているところ， 陥下し

ているところ等の記載がみられた.

臨床的に観察されたものとしては， 圧痛 ・ 硬結・

緊日長・陥凹・弛緩・発汗等，多くの反応様式があ

るが句病の経過とともに経穴の反応は縦・横・傑

さと. 三次元的に変化する事が注目された
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